
加
工
機
の
性
能
を
引
き
出
す
チ
ャ
ッ
ク
技
術

　
チ
ャ
ッ
ク
は
工
作
機
械
を
使
っ
て
加
工
す
る
際
に
、
加
工
対
象
物

ワ
ー
ク

の

保
持
・
固
定
に
使
わ
れ
る
。
機
械
を
機
能
ア
ッ
プ
し
て
も
チ
ャ
ッ
ク
が
対
応
で
き
な

け
れ
ば
、
そ
の
性
能
を
引
き
出
し
、
形
に
表
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
加
工
精
度
に
か

か
わ
る
重
要
な
保
持
具
だ
。
市
場
環
境
は
業
績
と
密
接
に
絡
む
工
作
機
械
の
受
注
動

向
が
改
善
の
兆
し
。
メ
ー
カ
ー
で
は
高
精
度
化
や
複
合
加
工
機
へ
の
対
応
、
生
産
性

向
上
に
つ
な
が
る
省
力
化
な
ど
、
需
要
を
喚
起
す
る
製
品
開
発
に
傾
注
し
て
い
る
。

◆工作物保持具の販売額推移◆

金額：百万円、上期 １‐６月 下期 ７‐ 月 　　日本工作機器工業会調べ

需
要
喚
起
に
全
力
精
度
や
生
産
性
な
ど
高
め
て
メ
ー
カ
ー
各
社

用
途
に
合
わ
せ
進
化

　
日
本
工
作
機
器
工
業
会
の

調
べ
に
よ
る
と
、
２
０
１
２

年
の
チ
ャ
ッ
ク
を
含
め
た
工

作
物
保
持
具
の
販
売
額
は
前

年
比
１
％
減
の
１
４
７
億
７

２
０
０
万
円
。
欧
州
債
務
危

機
や
中
国
経
済
の
減
速
な

ど
、
海
外
で
の
低
迷
が
影

響
。
ま
た
、
新
興
国
向
け
で

の
工
作
機
械
の
価
格
競
争
が

増
し
て
い
る
こ
と
も
背
景
に

あ
る
。

　
チ
ャ
ッ
ク
の
販
売
に
密
接

に
絡
む
工
作
機
械
の
動
向
を

み
る
と
、
日
本
工
作
機
械
工

業
会

日
工
会

が
ま
と
め

た

年
の
受
注
実
績
は
前
年

比
８
・
６
％
減
の
１
兆
２
１

２
４
億
４
５
０
０
万
円
で
、

３
年
ぶ
り
の
前
年
割
れ
。
内

需

前
年
比

・
９
％

減

、
外
需

同
７
・
５
％

減

と
も
減
少
し
た
。
年
後

半
か
ら
の
不
振
が
鮮
明
に
な

っ
た
。

　
た
だ
、
回
復
傾
向
も
見
え

て
き
た
。
日
工
会
調
べ
の

月
の
工
作
機
械
受
注
実
績
は

前
年
同
月
比
８
・
４
％
増
の

１
０
２
２
億
１
１
０
０
万

円
。

カ
月
ぶ
り
に
前
年
実

績
を
上
ま
わ
っ
た
。
円
高
是

正
や
景
気
対
策
に
よ
り
国
内

製
造
業
の
収
支
改
善
に
寄

与
。
内
需
が
４
カ
月
連
続
で

プ
ラ
ス
と
な
り
、
全
体
を
押

し
上
げ
る
結
果
と
な
っ
た
。

収
支
改
善
が
老
朽
化
し
た
機

械
設
備
の
更
新
に
結
び
つ

き
、
工
作
機
械
需
要
に
も
つ

な
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
は

「
も
の
づ
く
り
補
助
金
」
な

ど
、
国
の
設
備
投
資
支
援
策

も
寄
与
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　
ワ
ー
ク
を
保
持
す
る
チ
ャ

ッ
ク
に
は
、
手
動
で
爪
を
開

閉
す
る
ハ
ン
ド
チ
ャ
ッ
ク
、

油
空
圧
シ
リ
ン
ダ
ー
を
利
用

し
た
パ
ワ
ー
チ
ャ
ッ
ク
、
特

殊
パ
ワ
ー
チ
ャ
ッ
ク
な
ど
が

あ
る
。

　
ハ
ン
ド
チ
ャ
ッ
ク

手
締

め
チ
ャ
ッ
ク

に
は
多
品
種

少
量
の
円
筒
形
ワ
ー
ク
向
け

の
ス
ク
ロ
ー
ル
チ
ャ
ッ
ク
、

四
角
形
ワ
ー
ク
や
大
型
の
ワ

ー
ク
に
使
用
さ
れ
る
四
ツ
爪

単
動
チ
ャ
ッ
ク
、
小
物
量
産

加
工
に
適
し
た
コ
レ
ッ
ト
チ

ャ
ッ
ク
に
分
け
ら
れ
る
。
四

ツ
爪
単
動
チ
ャ
ッ
ク
は
、
チ

ャ
ッ
ク
の
爪
を
そ
れ
ぞ
れ
独

立
し
て
動
か
す
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
異
形
物
の
把
握
に

効
果
を
発
揮
す
る
。

　
コ
レ
ッ
ト
チ
ャ
ッ
ク
は
、

ス
ク
ロ
ー
ル
チ
ャ
ッ
ク
が
爪

で
ワ
ー
ク
を
保
持
す
る
の
に

対
し
、
加
工
物
を
包
む
よ
う

に
つ
か
む
た
め
、
つ
か
む
力

が
分
散
し
て
ワ
ー
ク
を
傷
つ

き
に
く
い
。
　

　
パ
ワ
ー
チ
ャ
ッ
ク
は
油
圧

や
空
気
を
使
い
、
手
動
式
に

比
べ
強
力
。
把
握
力
が
一
定

し
て
い
る
た
め
、
切
削
加
工

中
に
緩
ま
な
い
。
手
動
に
よ

る
手
間
も
省
け
、
作
業
効
率

の
向
上
に
つ
な
が
る
。

　
チ
ャ
ッ
ク
を
め
ぐ
る
取
り

組
み
で
は
高
精
度
化
を
は
じ

め
、
生
産
性
向
上
と
こ
れ
に

つ
な
が
る
省
力
化
へ
の
取
り

組
み
が
進
む
。

　
高
精
度
化
や
生
産
効
率
の

面
で
は
複
合
機
へ
の
対
応
が

あ
げ
ら
れ
る
。
複
数
の
加
工

機
を
使
う
場
合
、
そ
の
た
び

に
チ
ャ
ッ
ク
か
ら
ワ
ー
ク
の

着
脱
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

そ
の
点
、
フ
ラ
イ
ス
や
旋
盤

な
ど
の
性
能
を
備
え
た
、
複

合
機
は
１
台
で
こ
う
し
た
加

工
が
行
え
、
多
品
種
少
量
用

途
の
点
で
も
、
ニ
ー
ズ
が
広

が
っ
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
、
例
え
ば
複
合

加
工
機
で
の
チ
ャ
ッ
ク
の
精

度
を
安
定
的
に
出
せ
る
生
爪

が
開
発
、
提
供
さ
れ
て
い

る
。
チ
ャ
ッ
ク
と
生
爪
の
一

体
化
装
着
が
で
き
る
構
造

で
、
爪
の
揺
れ
を
抑
え
て
ワ

ー
ク
を
高
精
度
に
保
持
す

る
。
爪
の
再
装
着
も
再
成
形

不
要
で
繰
り
返
し
精
度
を
維

持
で
き
る
。

　
ま
た
、
生
産
性
向
上
と
省

力
化
で
は
旋
盤
用
の
パ
ワ
ー

チ
ャ
ッ
ク
で
メ
ン
テ
ナ
ス
性

や
把
握
力
、
最
高
使
用
回
転

数
の
向
上
な
ど
の
利
点
を
備

え
た
製
品
化
が
図
ら
れ
て
い

る
。
粗
加
工
の
用
途
向
け

で
、
完
全
密
閉
構
造
で
外
か

ら
の
切
り
粉
、
ク
ー
ラ
ン
ト

の
侵
入
を
遮
断
。
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
の
容
易
さ
を
強
め
、
同

時
に
把
握
力
、
最
高
使
用
回

転
数
も
向
上
さ
せ
た
。

　
需
要
喚
起
の
改
良
・
改
善

も
進
む
。
薄
板
類
加
工
時
の

材
料
保
持
に
使
用
す
る
真
空

チ
ャ
ッ
ク
で
は
、
停
電
時
な

ど
へ
の
対
応
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
オ
プ
シ
ョ
ン
だ
っ
た
吸

着
保
持
回
路
を
標
準
装
備
し

て
商
品
化
。
ド
リ
ル
チ
ャ
ッ

ク
で
は
、
ス
テ
ン
レ
ス
製
で

錆
に
強
く
、
内
部
部
品
に
グ

リ
ス
を
使
わ
な
い
タ
イ
プ
を

発
売
し
、
グ
リ
ス
の
漏
れ
を

嫌
う
医
療
関
連
や
食
品
現
場

な
ど
に
訴
求
す
る
。

　
チ
ャ
ッ
ク
に
ま
つ
わ
る
メ

ー
カ
の
事
業
戦
略
と
し
て

は
、
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
に
よ

る
個
別
対
応
の
販
売
強
化

や
、
自
動
車
部
品
向
け
の
深

耕
を
強
め
る
傾
向
も
見
ら
れ

る
。
ま
た
、
需
要
拡
大
が
見

込
ま
れ
る
新
興
国
を
軸
に
、

日
系
進
出
企
業
な
ど
で
更
新

需
要
を
は
じ
め
と
し
た
取
り

込
み
の
強
化
を
図
る
メ
ー
カ

ー
も
あ
る
。

（ ） 【広告特集】 ２０１３年 平成２５年 １２月１７日 火曜日 　　


